
休 館日：月曜日※ただし 、4 / 29、5 /6 は 開 館

開 館：午 前 1 0 時−午 後 5 時（ 入 館 午 後 4 時 30 分まで）

※作品保護のため、一部展示替を行います

観 覧 料：一 般 ／8 0 0（ 6 0 0 ）円 、大 高 生 ／5 0 0（ 4 0 0 ）円 、中 学 生以下無 料
※（　）内は20名以上の団体料 金

主催：公益 財団法人香雪美術 館、朝日新聞社　特別協力：公益 財団法人梅若会、梅若実後援会、ダンスウエスト

協力：学校法人行吉学園 神戸女子大学古典芸能研究センター

梅 若 六 郎 家 所 蔵 の

能 面 能 装 束と

2月2019 年 日（火）26 5月 日（月・　）6 休日
振替

四世梅若実襲名記念

い ざ な
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｜ 次回展 ｜コレクション展「羅漢さん 仏教を護る聖者たち」2019年5月18日（土）〜7月15日（月・祝）｜ 中之島香雪美術館 展覧会情報 ｜特別展「明恵の夢と高山寺」2019年3月21日（木・祝）〜5月6日（月・振替休日）

阪急「御影」駅南改札口より東南へ徒歩5分／JR「住吉」駅より北西へ徒歩15分

阪神「御影」駅より市バス19系統で 「阪急御影」下車徒歩5分

交通案内
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ギャラリートーク

「能面が物語る梅若六郎家の今昔」 梅園会  2019年3月3日（日）講師：宮本圭造氏（野上記念法政大学能楽研究所教授）

会期中の毎週土曜日、午後 2時から学芸員によるギャラリートークを行います。

※ギャラリートークの聴講は無料ですが、別途展覧会の鑑 賞券が必要です。

○講演：午後1時／茶会：午後3時から○定員：50名（応募多数の場合は抽選）

○参加申込方法 往復はがきに住所・氏名（返信用にも）、電話番号を明記のうえ、下記宛先までお送り

ください。はがき1枚につき1名のみ申込みできます。申込み受付後、参加費事前入金の案内を書面にて

連絡いたします。○参加費：3,500円※本展の入場料を含みます。 ○締め切り：2019年1月31日（木）必着

　〒658-0048 神戸市東灘区御影郡家2丁目12-1　香雪美術館「梅園会」係
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［表面］左上から時計回りに：能装束「銀地薄蝶ノ縫箔」桃山時代〜江戸時代前期 ※後期展示／「白式尉」室町時代／「逆髪」江戸時代前期／「大癋見」室町時代後期／「邯鄲男」江戸時代前期／重要美術品 「若女」江戸時

代前期／舞台写真「老松」より／「真蛇」室町時代　［裏面］①「胴箔地紅葉模様蔓帯」／②「胴箔地紋尽模様蔓帯」／③「翁扇」／④能装束「紅白段地紋篭目秋草花丸唐織」江戸時代 ※前期展示／⑤「修羅扇」／⑥「花色地

干網千鳥模様腰帯」／⑦「胴箔地牡丹折枝模様腰帯」／⑧「青海波水玉模様蔓帯」／⑨「胴箔地網目花模様蔓帯」　すべて梅若六郎家蔵、撮影：神田佳明　※能装束は展示替を行います。前期：2/26-3/31、後期：4/2-5/6
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